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推薦の序

日本の漢方医学における皮膚科領域の治療は，全身状態や皮膚の病態に応じて，いくつかの処方

を効果的に使用する形をとっている。それらは，江戸時代から昭和期にかけての膨大な経験を基礎

として発展し，現在も西洋皮膚科学の精華を取り入れて，新たな分野を切り開きつつある。

もちろん，そのような状況下でも，私たちは，宋代の『済生方』の当帰飲子，明代の『外科正宗』

の消風散，『万病回春』の清上防風湯など，皮膚疾患専門の処方を駆使して治療を行っている。し

かしながら，日本においては，江戸時代中期に出現した古方派（特に吉益東洞）の出現以降，全て

の疾患を『傷寒論』『金匱要略』の処方で治療するという理念のもとに，これらの処方の応用技術

が広範に普及した。その後の折衷派の時代においても，その理念は受け継がれ，皮膚科領域でも，

多くの後世方の応用の指針が世に出された。華岡青洲（1760-1835）が十味敗毒湯や紫雲膏などを，

福井楓亭（1725-1792）が治頭瘡一方を創案するなど，さまざまな処方も新たに開発された。

一方，中医皮膚科学は，このような日本の漢方皮膚科学とはかなり異なったものである。周知の

ごとく，皮膚科学は，古代より外科学の一分野として発展してきた。現代の中医薬大学の標準教科

書である『中医外科学』の各論は，第１版から第８版まで一貫して「瘡瘍」「乳房疾病」「癭」「瘤，

岩」「皮膚及伝播疾病」「肛門直腸疾病」「泌尿男性疾病」「周囲血管疾病」「その他」の項目を立て

て論じているが，この中に含まれる半数以上が皮膚科もしくは皮膚科関連疾患である。

ここに書かれている疾患名の多くは，明清代に確立されたものであり，現在の日本の皮膚科の疾

患名とはほとんど一致しない。WHO・WPRO が 2007 年に制作した『伝統医学国際標準用語辞典』

の外科部分を見ても，そこに記載された用語が，どのような病態を意味しているか，ほとんどの日

本人は理解することができないであろう。

一方，日本で現在用いられている皮膚科の疾患名や症候名は，その多くが中国の古医書に記載さ

れている単語を基礎に，各疾患のドイツ語やラテン語の意味を日本語に翻訳して名付けられたもの

である。湿疹の「疹」，痤瘡の「痤」，酒皶の「皶」，天然痘の「痘」はもちろんのこと，腫瘍の「瘍」

は，「癰」や「癤」を含む皮膚の化膿性疾患の総称であった。現代皮膚科学の用語は，実は中国に

その端を発するものが多いのである。その点では，日本の皮膚科学も中国と同じ基盤に立っている

といえる。

中医皮膚科学と漢方皮膚科学の間には大きなギャップがある。これらの知識を結合するにはど

うしたらよいか。そう考えていたところ，実に良いタイミングで，村上元先生が，中医皮膚科学を

専門に記述した『皮膚病中医診療学』（人民衛生出版社，1995）を和訳し上梓されることになった。

これまで『中医内科学』など，数多くの中医学の教科書を和訳出版している東洋学術出版社からの

出版である。聞けば，長年にわたって中医学の普及に努めてこられた同社の山本勝曠前社長の勧め

によるとのことである。

日本における中医皮膚科のテキストとして本書が選ばれた理由は，第一に，教科書レベルで必要

とされる西洋医学的な知識の基礎の上に，中医学の論理で病因病機に基づいた治療を載せていると

いう点であろう。日本の臨床家にとって，この点は絶対に欠かせないからである。



v

 

この利点を生かして，村上先生と編集部がタッグを組み，翻訳出版に際して，いくつかの工夫を

加えている。読みやすい頁作りはもちろんのこと，中医学独特の病名に対しては，すべて対応する

西洋医学的病名の日本語とラテン語の病名を明記してあり，西洋医学的知識のある人に，より理解

できるように配慮してある。例えば，「面遊風」が脂漏性皮膚炎，「纏腰火丹」や「蛇瘡串」が帯状

疱疹であることなどを知れば，中医皮膚科学の病名理解がどのようなものか推測できるであろう。

本書は，それだけでも辞書的な価値があるのみならず，それらの病因病機・弁証論治を明確に解

説しているため，多少の中医学的知識があれば，治療の基本的な理解ができるように作られている。

村上先生は，なおこれに，新たに「現代医学の概念」の項を設け，読者がより理解を深めることが

できるように解説を加えている（これは原書にはない）。さらに，これら弁病・弁証による漢方薬

を用いた治療のほかに，これまでの経験方，外用薬を用いた治療，鍼灸，耳鍼などが幅広く紹介さ

れており，この１冊で中医皮膚科学の幅広さを知ることができる。

日本の多くの臨床医にとって，ここに記載されている各皮膚疾患の治療が，いかに自分たちの臨

床に役に立つかということは，極めて重要である。弁病と弁証は，すでにこれまでに身につけた方

法で理解はそう困難なものでないと思われるが，皮膚の症候を分析して弁証につなげる作業は，や

はりある程度の訓練がいるであろう。また，多くの読者は，代表処方として紹介されている処方に

戸惑うかもしれない。エキス製剤でそれぞれの処方に近いものを作ろうと試みても，無理なものも

多いからである。

また，日本の皮膚科医は，標準治療としての西洋医学的治療を十分視野に入れ，ある場合は漢方

薬単独で，ある場合は西洋医学的治療と併用して治療を行う。本書は，当然ながらそういう統合医

療としての考え方には触れていない。

ともあれ，中医学の世界でしか理解されていなかった中医皮膚科学が，西洋医学的基礎を持った

日本の臨床家や研究者の手の届くところに提供されたことの意義は大きい。上述したように，各疾

患の診断から治療に至る過程は日本の漢方医学における皮膚科臨床とはかなり異なっている。しか

し，本書は，日中におけるその違いを際立たせるのが目的で出版されたわけではなかろう。翻訳に

当たった村上先生が「日常の診療に弁証・弁病というアプローチを取り入れて，難病との格闘に大

いに利用してほしいとと思う」と述べておられるように，限られた処方しか用いることのできない

大半の日本の臨床医が，本書を読むことによって，それらの処方の臨床応用の方法論を身につける

ようになることこそが，最終的な目標であろう。

本書は，本邦で初めて翻訳された，体系的な中医皮膚科学の教科書である。日本の漢方皮膚科治

療との違いは大きく，埋めなければならないギャップは多い。本書は，そのために大きな役割を果

たすであろう。
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